
名古屋大学こすもす保育園病後児保育 
利用案内 

 

 

【 概 要 】  

 こすもす保育園で常時保育をしているお子さんが、病気の回復期（病後）にあり、家庭

で世話をすることができない場合、こすもす保育園では、病後児保育として看護師と保育

士により看護・保育ができます。 

 

定  員 ３名 

保 育 日 月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始及び大学が定める休日を除く） 

保育時間 ８：００～１８：００ 

保 育 料 ３７５円／１５分を通常保育料に加算 

利用方法 利用前に電話での予約が必要（当日でも可） 

     医療機関を受診し、以下の書類の持参が必要 

 ① 名古屋大学病後児保育利用申込書 

 ② 病後児保育依頼連絡票 

 ③ 与薬依頼書（与薬が必要な場合） 

 

【 注意事項 】 

１．利用は予約制ですので必ず事前（遅くても、利用希望日の朝 8時～８時 30分まで）に電

話（052-747-6353）で予約してください。また、やむを得ず保育時間の短縮あるいは病後

児保育室が休室となる場合がありますのでご了承願います。 

２．病後児保育利用前に医療機関を必ず受診し、医師の判断をもとに「病後児保育依頼連絡

票」を記入してください。 

 （※入室時に「病後児保育依頼連絡票」がないと利用できません。） 

３．利用予約済みで「病後児保育依頼連絡票」をお持ちいただいた場合でも、入室時のお子

さんの状態によってはお預かりできないことがあります。 

 （別添の《病後児保育を利用できない場合》の欄をご参照願います。） 

４．本園には隔離室がありません。そのため、学校保健安全法第一種・第二種・第三種学校

感染症及び急性期は利用できません。 

 （※ 医師による登園許可診断後は利用可能となる場合がありますので、ご相談ください。） 

５．本園には常駐の嘱託医がいません。そのため点滴注射や処方等の医療行為は行いません

が、医療機関で処方された持参薬の与薬は可能です。「与薬依頼書」と処方箋を提出して

ください。 

・保育中に病態が悪化した場合には保護者に連絡しますので、速やかにお子さんをお引き

取りの上、医療機関を受診してください。そのため、病後児保育利用期間中は、保護者

は必ず常時連絡可能で、短時間で来園可能な状態を維持してください。保護者に連絡が

つかない場合は責任を負いかねます。 

・ワイワイ子どもクリニック（医師:吉田 潤、名古屋市千種区御棚町 1-29 ℡052-757-3315）

と嘱託医契約を締結しています。 

６．利用を取り止める場合は、遅くとも当日の 8時 30分までに必ずご連絡願います。 



 

 

 
 
 
【どんなときに利用できますか？】 
 ○ 発熱がある。（37.5℃～38℃未満） 

 ○ 感染症（伝染性の疾患）後、医師から登園許可が出ている。 

 ○ 骨折等で集団保育が困難。 
 
上記病気・怪我等の回復期にあり、医師が病後児保育で保育可能と診断し、 
 
 ○ 通常の集団での保育活動が困難である。 
 ○ 安静の保持が必要である。 
  
お子さんが対象になります。 
 
 
 《病後児保育を利用できない場合》 

 ■ 原則、発熱が３８℃以上である。 

 ■ 喘鳴や咳の症状がある。 

 ■ 食欲がなく、ほとんど飲んだり食べたり出来ない。 

 ■ 下痢や嘔吐がある。 

 ■ 学校保健安全法第一種・第二種・第三種学校感染症である。 

 

 【予約をお受けしても来園時の状態によってはお預かりできない場合があります】 

 

 

【病後児保育 利用時の持ち物】 
※ 処方薬（内服薬・坐薬など）、症状に合わせて必要と思われる食べ物、飲み物。 

※ 病後児保育書類（書類等は HPから自宅でもダウンロードできます。） 

 [利用申込書・病後児保育依頼連絡票・与薬依頼書（与薬が必要な場合）] 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

★熱が３８℃以上など、お子さんの状態によって、常時、看護師や保育士の見守り

が必要と思われる場合は、病児保育をご利用ください。 


